


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































24）Ｈiroshi Sakuma,Vocational Problems of the Mentally Retarded ― A Case Study ―,BULLETIN 
of the Tokyo Metropolitan Rehabilitation Center for the Physically and Mentally Handicapped,1976
資料「障害児教育の現場から」（川田昇、栃木やしの実親の会講演）
　『私が戦争から帰って来て、障害を持っている子供達が普通の子供達の中に交わって、大
変な思いをしているのが見ていられないで、ついそれに手を出したのが運のつきと申しま
すか。それからずっと離れられないで、以下、最初から最後までやって行くことになるだ
ろうと思っています。22、23年間教員をしておりましたが、障害児をとうとう学校では受
け持たせてもらえないということですから、今日の教育と言いますか狭い意味での教育に
ついては落第で踏み外しておりますが、ただ自分で踏み外しながらも自分でやっているこ
とは、これが本当の教育であると思って歩いているのです。ただ如何せん力もありません
し、特に頭が悪いから這い回っているだけだと皆から笑われるけれど、ぞろぞろ這い回っ
ているだけが私の取り柄です。それ以外には理論的なものもないし、いわば職人と申しま
すか、それに徹した形で子供達と暮らして行きたいと思っています。ただそう言いながら
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も教育の問題を考えるときに、教育とはこういうものですよと言う前に、ひとつの話しか
ら皆様に教育とはそういうものかと感じて頂ければよいと言うものがあるように感じるの
です。
　実は、この間の市内小・中学校特殊学級の合同体育祭のときのことです。まだ１ヶ月経
たない話しです。運動会の最後のころに紅白玉入れがありました。学園の子供達も大部分
参加しました。よく歩けない子供。球の投げられないような能力の極めて低い子供だけが
４、５人残っていました。この子供達がこんなことを話していました。「はあー早く終わ
んないかなあー。こんな天気がいいのに」「天気がいいと椎茸がでっかくなっちゃうなあー。
早く終わんないかなあー」椎茸が大きくなってしまうので、心配で心配でしょうがない。「早
く採らなくっちゃー。安くなっちゃう安くなっちゃう」市場では椎茸が開くと安くなって
しまうから、早く運動会終わらないかなあーと。数ひとつ数えられない子供。帰って、そ
の子供が何をしているのかと言うと、能力の高い子供達が採集し終わったカラの原木を腕
の上に載せてもらって、山の方に持っていく役割しか果たさないその子供が、「早く運動
会終わんないかなあー。椎茸がでっかくなっちゃう」そう心配していたのです。これは人
間にとって、一番大事なことを子供達が何時の間にか身に付けてしまったと言えることだ
と思います。
　私たちの子供、程度の低い子供がたくさんいます。80名のうち40名が重度と申しまして、
非常に重い子供です。入って来たときは排便の自立もしていませんし、うんちが何処へ出
てしまうか分からないし、またもう一度言われなければ、そのブチが分からない。そして、
「ブチブチ」と言われて、「ブチブチ」と言ってお便所にどうやって行くか分からないよう
な、そういう子供達が「ダメだダメだ」と言って何がダメだと思ったら、「こうやって運
動会をしていたのではダメだ」と言うまでに成長したのです。朝出てくる前、９時に運動
会が始まる。何時も山に行く８時に、子供達はもう全部出てしまったのです。「あー運動
会は９時だから少し早いなあー。椎茸採っちゃうか」毎日椎茸が100キロ位出ているので
すが、60キロ位採ったのです。でも、もう９時になってしまいました。「もういいもういい。
早くしないと運動会はじまっちゃう」子供達は後ろ髪が引かれるような思いで、運動会に
来たわけです。でも子供達の頭の中には、「こんな天気がいいのに。運動会ずらねえでは
ないか」と言う思いがひとつあるわけです。僕らは【これが本当の生きがいなのだなあー】
と思って大変嬉しく思ったわけです。それほど立派な設備があるわけでもなく、また目を
見張るような教育の計画が立てられている訳でもないのに、子供達は５年の間にここまで
成長しました。自然を相手に新しさを追うこともなく気をてらうこともなく、ごく自然に
子供達と一緒に暮らしているうちに学び取ることができました。
　こうした生活はまた、情緒障害とくに教育や訓練が大変だと言われている自閉症児の治
療に、何か効果をあらわしているように思われます。国立衛生研究所や東大や社会事業大
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学や養護学校やで教育訓練を続けたけれども、これといった効果を収めることのできな
かった11人の自閉症の子供達がほとんど全部、両親や指導に当たった担任が信じられない
という程度まで治っているのも、特別な治療をしたのではなく葡萄づくりや椎茸栽培に学
園全員が取り組んで生活している中で、治療され治ってきているのです。自閉症児を特別
に治療しようとして治したのではなかったのに、却ってそのことが自閉症児に効果をあら
わしたというその道筋から教育というか生活というか、その本当のものが何であるかを知
らされたように思うのです。自閉症の原因は決して単純なものでなく、その治療法も一つ
ではなくいろいろなことが行われ、それぞれそれなりに効果を示しています。その中にあっ
て、ひとつの原因となりひとつの治療法となるものに、自然な素朴な生活から離れたこと
から起こる情緒障害を、ごく自然な生活の場を設定して治療するという筋道がもう少し大
切にされてもよいのではないかと思われます。
　問題の多い自閉症児が最近のように目立ってきた原因のひとつに、今の子供達の生活が
豊か過ぎることがあげられる。冷房・暖房の利いた家にいる子供達は、「暖かいなあー」
という喜びを感じていない。何時もあり余るご飯や肉をたくさん食べさせられて、本当に
腹が空いたという経験を持たない子供は、おいしいご馳走を食べた経験がないのです。同
じように、年齢に応じた厳しい労働をしない子供は休息の喜びを知らないのです。暑い寒
いも感じなければ、「おいしいなあー」と思って食べることもなしに、人間が健全に育つ
はずがないと思われるのです。間違っているでしょうか。まあー人はそれぞれいろいろな
感じ方、考え方をしますから一概には言えませんけれども、世の中少し間違った豊かさを
自分の手中に収めて、それにどっぷり漬かっているように思えてなりません。
　こんなことから私達は、最初調理人を置こうかと言ったのですが、調理人は置かないで
朝早くご飯を食べて夜遅くご飯を食べる。その間できるだけお腹を空かせる労働をするこ
とだと、山に行って椎茸の栽培を始めたわけです。今15万本、１本も買った原木はありま
せんで、子供達総出で高い山から切ってきて15万本になりました。栃木県で一番たくさん
原木を持っています。15万本の原木から椎茸が出てくるものですから、昨日今日と200キ
ロ位の出荷なのです。ですから、かなり忙しいわけで忙しい中で子供達が暮らしていると、
忙しいからどうしてもやらなくてはならないという雰囲気が漲るわけで、そういう雰囲気
の中で子供達は徐々にごく徐々に、「みんな忙しく仕事をしているなあー。自分も仕事を
した方がいいのだなあー」と感じるようになってくる。初めは他の人が何をしようと全く
関係ないような子供でも、じわじわとこころみの雰囲気に感染し染まってきて、何時の間
にか自分から進んで集団の動きを動かしていくようになるものなのです。
　最近あった市内特殊学級の児童生徒の合同運動会のとき、一番最後に来賓の紅白玉入れ
がありました。こころみの生徒もほとんど全員出た。目の見えない子。そのときこの子供
が話していた。午後２時半でした。「早く運動会終わんないかなあー。さもないと椎茸が
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大きくなり過ぎてしまう。大きくなり過ぎては市場で安くなってしまう」こんなことを話
していたのです。私もびっくりしました。それは椎茸農家の言うことだからです。プロで
なければ言わないようなことだからです。
　私達この間も、ＮＨＫの社会部のＫさんの子供、自閉症の子供ですが教育を頼まれて
やむなく預かったわけです。子どもを連れてきたとき、足銀の10万円入りの預金通帳を
持ってきました。「これは何ですか」と聞いたら、「子供がガラスを割ります。これを出入
りのガラス屋さんに預けておいてください。割ったら、ここから引いてもらうようにと
思いまして・・・」と言う。驚いて、「ずいぶん割りますねー。どの位割りますか」「さ
あー。ここのガラスは大きいから、これで１ヶ月もたないかもしれません」翌日13枚割っ
て３万６千円、２日目２枚割って怪我をしても縫わせない。そんな自閉の子供でした。今
１ヶ月経って前の養護学校の担任の先生が来て見て、「信じられない。全く信じられない。
こんなによくなるとは考えてもみなかった」と言って驚いて帰って行った。そのあと両親
も来てその変化に驚き、「私達は今までの10年間いったい何をしてきたのだろう・・・」
と言って顔を見合わせ、感に堪えた後ろ姿を残して帰って行った。
　そのＫ君、１日目は一輪車で土運び２日目の夜、私が側で寝ていて３時頃まで起きてい
ましたが、３日目になったら夜９時半のミーティングに間に合わずに寝てしまったのです。
起こしても寝てしまう。「寝ました」と家の人に言ったら、これまた信じられない。「朝の
６時半まで寝たことがない。そして、寝たのは１年のうち２日だけ。それも40度の熱を出
したときだけ。あとは私達は朝、夜が白むまで必ず起こされていました。その子がどうし
て寝るようになったのですか」何て言うことはないでしょう。昼間、疲れていれば寝るわ
けです。それが寝れないのは疲れていなかったからです。Ｋ君はまた肉のようなものは食
べるが、ご飯はほとんど食べなかった。その子が最近、白いご飯をちゃんと食べるように
なってきた。そしてさらに、ご飯を食べるようになってきたら、40分ほどの食事の時間中
きちんと座っている。それまでは絶対に、きちんと座っていなかった子供です。これまで
家庭でも学校でも、そのことについて尽くせるだけの手は尽くしたようです。それでもダ
メだった。それがとくに注意するわけでもないのに、大体ちゃんと座っている。席を立た
ない。どうして、こんな風に変わってくるのか。まあー。これもいろいろあると思われる
けれども、根本は学園の生活の中から、腹を空かせてものを食べる喜びを感じたというこ
と。疲れて休む本当の喜びを感じたということ。雨の中でずぶ濡れになって仕事をしてき
て学園に帰り、さっぱり着物を着替えて「ああー気持ちがいいなあー」と感じたというこ
と。生きている実感を初めて知ったということ。そういうことではないかと思います。
　14、15歳になり性に目覚め自慰にふけり、どんなに手を尽くしても益々激しくなり、歪
められた形でしか性の欲求の解決ができなくなっている知的障害の子供達が、そのこと自
体に対して何の指導もしていないのに、やがて２週間１ヶ月と経つうちに、憑き物が取れ
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たように問題行動が消えるようになくなってしまっているのも、先に述べた「人間の自然
な暮らしの中で昇華されていくものなのだなあー」ということを毎日のように感じさせら
れている今日この頃です。
　深く考えることもなく、ただ豊かさを求めその生活に浸っているうちに、私達は大切な
ものを見失っていることに気づかなければならないと思います。それは、今までご飯を食
べた真の喜びを感じることなしに、また疲れ切ったあと休むことの、そしてまた凍えるよ
うな寒さの中から暖かいところへ入った、あの生き返ったと感じるような喜びを感じるこ
となく過ぎてきた子供がある日初めてあの性の喜びを感じたら、その虜になって救いがた
い状態に陥っていくのは致し方のないことだと言わなければなりません。口の利くのも嫌
なほど腹が減ったとき、ひとつもらった握り飯の美味しさに身体の筋肉が震えてくる。そ
んな喜びを感じることのできる生活が人間の生活から失われることは、大変危険なことだ
と知らなければなりません。
　人間にとって、どういう豊かさが長い目で見て大切なのか考えないで、教育や訓練を豊
かさの達成だけに求めている今の教育に大きな不安を感じるわけです。さらにもうひとつ
の大切なこととして、今厳しい労働をほとんど学校の教育から捨て去ってしまっている。
そのことです。頭だけで生きてきた人間に、人の苦しみや痛みなど分かりっこないのです。
骨折って自分の身体に痛みを感じた人間でなければ、人の辛さや痛みは感じられない。
　やがてこのような教育が育てあげた大人たちで満たされる20年後、30年後の社会で知的
障害者がどんな立場に立たされるのか。ただ「将来はよくなりますよ」なんて、気休めみ
たいなことで済ましてはいけないことだと思われることなのです。これから私達は機会あ
るごとに、また私達に与えられたどんな機会も逃すことなしに、普通の子供達の教育の中
で身体を通して学ぶ労働教育の大切さを訴え、実現させるよう努力していかなければなら
ないと思うのです。足らない子供達80人、100人抱えて私達は、この子供達が将来どんな
仕打ちを受けるかと思うとじっーとしていられないのです。このことはよーくお願いして
おきます。
　蛇足になりますが、私達来年のうちに施設の中で、結婚させるための宿舎を建てること
にしました。ところで今、施設はほとんど男子と女子を分けております。「男子と女子の
棟を別にしなさい。１つの棟のとき、きっちと鉄の扉で仕切って鍵を掛けるようにしなさ
い」と決められています。そこには知恵の遅れている人達だから、男の子と女の子とを別
にしなくては危険だという考えが強く出てきているのです。頭がよいと思っている人達の
余計な考え方が大切なことを見失って、もっともらしい思いやりになって出てきているの
です。その背後には能力の低い者への明らかな差別があります。自らは全く気づいていな
いかも知れない差別意識が潜んでいます。育児能力がなかったら、保育室をつくってあげ
れば大丈夫。皆でその子を育てていけばよい。たとえ能力が低くても、力一杯努力する遅
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れた人達の立派さをありのままに受け止めて、その望みを実現していくために、できる限
りの努力をし続けなければならないと思うのです。
　施設を開設してから６年になりますが、そのあいだ職員は６組結婚しました。早い職員
は21、22歳で結婚しました。別に悪いわけではありません。結構なことです。だけれども
知恵が遅れているだけで、自分の能力を精一杯出し切って仕事をしているのに、嘘をつい
て人に迷惑をかけたことなど全くないのに、自分の幸せのために人を陥れたりしたことも
ないのに、31になっても40、50になっても、知的障害だから結婚できない。こんな差別が
あってよいのかと思うのです。
　施設がもし、知的障害者を大切にしその人権を守り、子供達に本当の幸せをもたらすと
ころと言うなら、育児能力のない子供には保育室をつくってでも、好きな子と一緒に生活
できるような暮らしの仕組みを考えるのは当たり前のことだと思うのです。むろん、そこ
に至るまでにはお医者さんとの話し合いを十分持って、一人ひとりの子供達について考え
ていかなければならないことは当然のことです。
　私達がこの子供達の結婚の問題をどんなことがあっても解決していきたいと思うのは、
ともすれば口に障害者を大切にすると言い人間として平等だと言いながら、一つひとつの
事柄の処理に当たっては、いつも私達の子供を粗末にし差別している。そのことへの抗議
の気持ちがあってのことです。余り褒められた考え方ではないかも知れないけれども、な
かば意地にもといった気持ちがあってのことです。そして、そのことを通して私達は劣っ
ている人、力の足りない人達に対して無視したり差別したりしないで、自分の喜びを内端
にしてでも、一緒になって生きていくような暮らしの仕組みと生産の仕組みをつくり上げ
ていかなければ、私達は本当の幸せを私達のものにすることができないのだということを
一言いいたいのです。そして、さらには子供達と「本当に幸せだなあー」と誰もが感じら
れるような生活共同体をつくり上げることによって、ふざけた気持でなく「ざまー見ろ」
と言いたい気持ちも何処かにないといったら嘘になります。』
